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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第６期

第１四半期連結累計(会計)期間
第５期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 5,425,462 21,268,193

経常利益 (千円) 272,328 2,102,817

四半期(当期)純利益 (千円) 159,952 1,226,753

純資産額 (千円) 4,764,038 4,867,724

総資産額 (千円) 9,008,044 8,880,130

１株当たり純資産額 (円) 824.55 844.42

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 27.71 211.04

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 27.35 206.41

自己資本比率 (％) 52.9 54.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 193,559 1,314,316

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △115,901 △627,275

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △241,360 △652,354

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,535,291 2,698,993

従業員数 (名) 3,859 3,416

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

  　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

  　３　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除く就業人員数であります。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 3,859

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除く就業人員数であります。

２　従業員数が前連結会計年度末に比べて443名増加しておりますが、主としてエンジニア事業における新卒の採

用によるものであります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 2,904

(注) 従業員数は、当社から他社への出向者を除く就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績及び受注実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績及び受注実績は、重要性が乏しいため記載を省略してお

ります。

　

(2) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメント毎に示すと、以下のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

　エンジニア事業 4,562,790

　ＩＴ・情報システム分野 2,110,779

　メカトロニクス・エレクトロニクス分野 2,113,616

　バイオ・ケミストリー分野 338,394

　ファクトリー事業 862,672

合計 5,425,462

(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中における将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　

(1) 経営成績

 当社グループは、顧客企業のニーズに対応した人材サービスの提供により、既存顧客との取引拡大と新

規顧客の開拓に努めてまいりました。また、中長期的な安定成長を目指し、エンジニア事業においては、平

成20年４月に新卒エンジニアを543名採用し、原則３ヶ月間のテクニカルスキルやヒューマンスキル向上

のための研修を実施いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は5,425,462千円、営業利益は264,437千円、経常

利益は272,328千円、四半期純利益は159,952千円となりました。

(売上高)

当第１四半期連結累計期間の売上高は、エンジニア事業は4,562,790千円、ファクトリー事業は

862,672千円となりました。

エンジニア事業においては、顧客企業が属する主な業界である情報・通信業、電気機器、機械、精密機

器、輸送用機器の技術部門における人材サービスの需要には、大きな減速感は見られず、既存顧客との

取引拡大と新規顧客の開拓に努めてまいりました。また、昨年は研修期間中の為、派遣業務等に従事し

ていなかった平成19年４月入社の新卒エンジニアが派遣されていることに加え、平成20年４月入社の

一部の新卒エンジニアを早期に派遣しました。

ファクトリー事業においては、顧客企業が属する主な業界である電気機器、精密機器、食料品、機械の

製造部門における人材サービスに対する需要には顧客企業により強弱はあったものの、新規顧客の開

拓により派遣者数の維持に努めてまいりました。また、建設業界の施工管理技術者等の人材サービスの

提供は堅調に推移しました。

　

(売上原価)

当第１四半期連結累計期間の売上原価は、エンジニア、及び、生産社員の労務費等が発生したことに

より4,040,742千円となりました。

　

(営業利益)

当第１四半期連結累計期間の営業利益は、管理部門等の労務費に加え、中途採用、及び、来期の新卒エ

ンジニアの採用等の費用が発生したことにより264,437千円となりました。

　

(経常利益)

当第１四半期連結累計期間の経常利益は、投資有価証券評価益、及び、受取利息の発生により272,328

千円となりました。

　

(四半期純利益)

当第１四半期連結累計期間の四半期純利益は、法人税、住民税及び事業税の発生により159,952千円

となりました。
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(2) 財政状態

(流動資産)

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、6,598,217千円となりました。 

　これは、主として現金及び預金が163,702千円減少したことによるものであります。

　

(固定資産)

当第１四半期連結会計期間末における固定資産は、2,409,827千円となりました。 

　これは、主として無形固定資産が増加したことによるものであります。

　

(流動負債)

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、3,780,684千円となりました。 

　これは、主として賞与引当金が490,612千円増加したことによるものであります。

　

(固定負債)

当第１四半期連結会計期間末における固定負債は、463,321千円となりました。 

　これは、退職給付引当金が23,940千円増加したことによるものであります。

　

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、4,764,038千円となりました。 

　これは、主として利益剰余金が139,225千円減少したことによるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、2,535,291千

円となりました。

　

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下のとおりでありま

す。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の増加は193,559千円となりました。

収入の主な要因は、税金等調整前四半期純利益273,296千円、及び、賞与引当金の増加額490,612千円

であります。

支出の主な要因は、前払費用の増加額93,037千円、及び、未払金の減少額98,007千円であります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の減少は115,901千円となりました。

収入の要因は、保険積立金の解約による収入92,724千円、有形固定資産の売却による収入1,850千円

であります。

支出の主な要因は、無形固定資産の取得による支出158,228千円、及び、有形固定資産の取得による支

出29,433千円であります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の減少は241,360千円となりました。

収入の要因は、ストック・オプションの行使による収入7,485千円であります。

支出の主な要因は、配当金の支払額228,545千円、社債の償還による支出20,000千円であります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上、及び、財務上の対処すべき課題に重要

な変更、及び、新たに生じた課題はありません。

　

なお、当社は、財務、及び、事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、

その内容等（会社法施行規則第127条各号に掲げる事項）は次のとおりであります。

①基本方針の内容

当社の株主は、株式市場での自由な取引を通じて決まり、当社経営の支配権の移転を伴うような買

付提案等に賛同されるか否かの判断についても、最終的には株主全体の自由な意思に基づき判断さ

れるべきであると考えております。

　一方、当社の財務、及び、事業の方針の決定を支配する者は、経営の基本理念、企業価値のさまざまな

源泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共

同の利益を中長期的に確保し、向上させるものでなければならないと考えております。

しかしながら、昨今のわが国の資本市場においては、対象となる会社の経営陣の賛同を得ることな

く、一方的に大量の株式の買付を強行するといった動きが顕在化しつつあり、企業価値、及び、株主共

同利益が毀損する事態が生じないとも限らない状況となっております。

　したがって、当社は企業価値ひいては株主共同の利益を毀損するおそれのある不適切な大量買付行

為、又は、これに類似する行為を行う者は、当社の財務、及び、事業の方針の決定を支配する者として

適当ではないと考えるものであります。

　

②不適切な支配の防止のための取組み

当社は、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を毀損するおそれのある不適切な大量買付行為、

又は、これに類似する行為に対する対応策として、買収防衛策（以下、「本プラン」という。）を平成

19年６月28日開催の定時株主総会において、平成22年３月期の定時株主総会の終結の時までを期限

として導入いたしました。

当社が導入した本プランは、大量買付行為者が現れた時、特別委員会が大量買付行為に関する情報

を検討の上、取締役会へ勧告を行います。取締役会は特別委員会の勧告を最大限尊重した上、濫用的

買収と判断した場合、対抗処置を発動するものであります。

　なお、特別委員会は当社の業務執行を行う経営陣から独立し、当社と特別な利害関係のない有識者

３名以上で構成されております。

本プランの詳細につきましては、平成19年６月28日付の当社プレスリリース「当社株式の大量買

付行為への対応策（買収防衛策）の承認に関するお知らせ」をご参照ください。

インターネット上の当社ウェブサイト（http://ir.vsn.co.jp/html/pdf/prs20070628.pdf）
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 ③具体的取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

本プランは、企業価値・株主共同の利益を確保、向上させる目的をもって導入されたものであり、

基本方針に沿うものと判断しております。

　また、本プランは、平成19年６月28日開催の定時株主総会で株主の皆様のご承認を頂いており、株主

の皆様のご意思を反映したものであります。

　更に、主な理由として

・本プランの有効期間である平成22年３月期の定時株主総会の終結の時より前であっても、当社株主

総会、又は、取締役会により廃止することが可能であること。

・本プランの対抗処置の発動に際しては、その内容として合理的な客観的要件が設定されているこ

と。

・本プランは、独立性の高い特別委員会による勧告を最大限尊重して最終判断を行うこと。

以上のことなどにより、その公正性・客観性が担保されており、当社の企業価値ひいては株主共同

の利益に資するものであって、当社取締役の地位の維持を目的とするものではないと判断しており

ます。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、　　　　　除

却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 21,330,500

計 21,330,500

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,887,125 5,887,125
ジャスダック
証券取引所

─

計 5,887,125 5,887,125― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成17年３月15日臨時株主総会決議

第１四半期会計期間末現在
(平成20年６月30日)

新株予約権の数（個） 5,050（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 126,250

新株予約権の行使時の払込金額（円） 600（注）２

新株予約権の行使期間
平成20年３月29日から
平成27年３月28日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　600
資本組入額　300

新株予約権の行使の条件

①　権利行使期間中であっても当社の株式が未上場の
場合は、新株予約権を行使できないものとする。

②　新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使の際
に、当社、子会社及び関連会社の取締役、監査役、役
員に準ずる者、従業員の地位にあることを要する。

③　新株予約権の割当てを受けた者が死亡した場合、相
続は認めないものとする。

④　新株予約権の質入その他一切の処分は認めないも
のとする。

⑤　その他、権利行使の条件は、本株主総会及び取締役
会決議に基づき、当社と対象の取締役及び従業員と
の間で締結する「株式会社ＶＳＮ第一回新株予約
権割当契約書」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権を譲渡するときは取締役会の承認を要す
るものとする。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、25株であります。

２　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的となる株式の数が調整されま

す。但し、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点において行使されていない新株予約権の目的となる

株式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については切り捨てます。

　　　　　　　　調整後株式数　＝　調整前株式数　×　分割・併合の比率

３　株式の分割・併合及び時価を下回る価額で新株を発行するときは、次の算式により発行価額を調整し、調整

による１円未満の端数は切上げます。

　

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当り払込金額

　調整後

＝

　調整前

×

分割・新規発行前の株価

　行使価額 　行使価額 　既発行株式数＋分割・新規発行による増加株式数

　　　　　　　　（併合の場合は減少株式数を減ずる）
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平成18年３月15日臨時株主総会決議

第１四半期会計期間末現在
(平成20年６月30日)

新株予約権の数（個） 9,181（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 229,525

新株予約権の行使時の払込金額（円） 2,080（注）２

新株予約権の行使期間
平成21年３月15日から
平成28年３月14日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　2,080
資本組入額　1,040

新株予約権の行使の条件

①　権利行使期間中であっても当社の株式が未上場の
場合は、新株予約権を行使できないものとする。

②　新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使の際
に、当社、子会社の取締役、監査役、役員に準ずる者、
従業員の地位にあることを要する。

③　新株予約権の割当てを受けた者が死亡した場合、相
続は認めないものとする。

④　新株予約権の質入その他一切の処分は認めないも
のとする。

⑤　その他、権利行使の条件は、本株主総会及び取締役
会決議に基づき、当社と対象の取締役及び従業員と
の間で締結する「株式会社ＶＳＮ第二回新株予約
権割当契約書」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権を譲渡するときは取締役会の承認を要す
るものとする。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、25株であります。

２　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的となる株式の数が調整されま

す。但し、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点において行使されていない新株予約権の目的となる

株式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については切り捨てます。

　　　　　　　　調整後株式数　＝　調整前株式数　×　分割・併合の比率

３　株式の分割・併合及び時価を下回る価額で新株を発行するときは、次の算式により発行価額を調整し、調整

による１円未満の端数は切上げます。

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当り払込金額

　調整後

＝

　調整前

×

分割・新規発行前の株価

　行使価額 　行使価額 　既発行株式数＋分割・新規発行による増加株式数

　　　　　　　　（併合の場合は減少株式数を減ずる）
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ─ 5,887,125 ─ 1,063,772 ─ 963,347

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

(注) １　　ブラックロック・ジャパン株式会社及びその共同保有者３社から平成20年４月21日付（報告義務発生日平成

20年４月15日）の大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付があり、平成20年４月15日現在でそれぞれ以

下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第１四半期会計期間末日現在に

おける実質所有株式数の確認ができておりません。

　なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ブラックロック・ジャパン株式
会社

東京都千代田区丸の内一丁目７番12号
サピアタワー

115,200 1.96

ブラックロック・インベストメ
ント・マネジメント・インター
ナショナル・リミテッド

英国 ロンドン市 キングウィリアム・スト
リート 33

43,500 0.74

ブラックロック・インベストメ
ント・マネジメント（ユー
ケー）リミテッド

英国 ロンドン市 キングウィリアム・スト
リート 33

44,200 0.75

ブラックロック（チャネル諸
島）リミテッド

チャネル諸島　ジャージー市　セイント・ヘ
リアー　グレンビル・ストリート　フォーラ
ム・ハウス

140,500 2.39

計 ─ 343,400 5.83

　　 ２　　アント　グローバル　パートナーズ　ジャパン　ストラデジック　ファンド　ワン　エルピー（ケイマン）から平成

20年７月１日付（報告義務発生日平成20年６月25日）の大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付があ

り、平成20年６月25日現在で以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第

１四半期会計期間末日現在における実質所有株式数の確認ができておりません。

　なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

アント　グローバル　パートナーズ　
ジャパン　ストラデジック　ファンド　
ワン　エルピー（ケイマン）

ケイマン諸島、グランドケイマンＫＹ－
1104、ウグランド・ハウス、私書箱309、
メープルズ・コーポレート・サービシズ
・リミテッド

481,700 8.18
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　　 ３　　ブラックロック・ジャパン株式会社及びその共同保有者３社から平成20年７月３日付（報告義務発生日平成20

年６月30日）の大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付があり、平成20年６月30日現在でそれぞれ以下

のとおりの報告を受けておりますが、当社として当第１四半期会計期間末日現在における実質所有株式数の

確認ができておりません。

　なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ブラックロック・ジャパン株式
会社

東京都千代田区丸の内一丁目７番12号
サピアタワー

0 0.00

ブラックロック・インベストメ
ント・マネジメント・インター
ナショナル・リミテッド

英国 ロンドン市 キングウィリアム・スト
リート 33

0 0.00

ブラックロック・インベストメ
ント・マネジメント（ユー
ケー）リミテッド

英国 ロンドン市 キングウィリアム・スト
リート 33

0 0.00

ブラックロック（チャネル諸
島）リミテッド

チャネル諸島　ジャージー市　セイント・ヘ
リアー　グレンビル・ストリート　フォーラ
ム・ハウス

0 0.00

計 ─ 0 0.00

　　 ４　　ＡＩＧインベストメンツ株式会社及びその共同保有者１社から平成20年８月６日付（報告義務発生日平成20年

７月31日）の大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付があり、平成20年７月31日現在で以下のとおり株

式を保有している旨の報告を受けております。

　なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＡＩＧインベストメンツ株式会
社

東京都千代田区丸の内一丁目１番３号
ＡＩＧビル

312,300 5.30

エイアイユーインシュアランス
カンパニー（AIU保険会社）

アメリカ合衆国ニューヨーク州ニューヨー
ク市パイン街70番地

2,200 0.04

計 ─ 314,500 5.34
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日現在の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 124,800　　

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,761,700 57,567 ―

単元未満株式 普通株式 625 ― ―

発行済株式総数 5,887,125― ―

総株主の議決権 ― 57,567 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株含まれております

が、議決権の数からは除いております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式75株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ＶＳＮ

東京都港区芝浦
四丁目16番25号

124,800 ─ 124,800 2.11

計 ― 124,800 ─ 124,800 2.11

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月

最高(円) 1,3701,5451,550

最低(円) 1,2011,3101,430

(注)最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期

レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法

人から名称変更しております。
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1【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,785,435 2,949,137

受取手形及び売掛金 2,678,434 2,697,851

その他 1,142,578 984,065

貸倒引当金 △8,230 △8,297

流動資産合計 6,598,217 6,622,756

固定資産

有形固定資産 ※１
 489,790

※１
 504,518

無形固定資産 660,498 523,004

投資その他の資産 1,259,538 1,229,850

固定資産合計 2,409,827 2,257,373

資産合計 9,008,044 8,880,130

負債の部

流動負債

1年内償還予定の社債 80,000 100,000

未払金 1,794,240 1,881,778

未払費用 1,024,908 1,026,953

未払法人税等 304,843 510,539

賞与引当金 490,612 －

役員賞与引当金 8,369 －

その他 77,710 53,753

流動負債合計 3,780,684 3,573,024

固定負債

退職給付引当金 463,321 439,380

固定負債合計 463,321 439,380

負債合計 4,244,005 4,012,405
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,063,772 1,063,772

資本剰余金 963,347 963,347

利益剰余金 3,002,229 3,141,455

自己株式 △265,411 △302,796

自己株式申込証拠金 135 1,980

株主資本合計 4,764,073 4,867,758

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △34 △34

評価・換算差額等合計 △34 △34

純資産合計 4,764,038 4,867,724

負債純資産合計 9,008,044 8,880,130
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(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第1四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年６月30日)

売上高 5,425,462

売上原価 4,040,742

売上総利益 1,384,720

販売費及び一般管理費 ※１
 1,120,282

営業利益 264,437

営業外収益

受取利息 4,640

投資有価証券評価益 4,680

その他 1,304

営業外収益合計 10,624

営業外費用

支払利息 426

コミットメントフィー 1,995

その他 311

営業外費用合計 2,734

経常利益 272,328

特別利益

固定資産売却益 913

貸倒引当金戻入額 66

特別利益合計 980

特別損失

固定資産除却損 12

特別損失合計 12

税金等調整前四半期純利益 273,296

法人税、住民税及び事業税 284,452

法人税等調整額 △171,107

法人税等合計 113,344

四半期純利益 159,952
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 273,296

減価償却費 48,687

貸倒引当金の増減額（△は減少） △66

退職給付引当金の増減額（△は減少） 23,940

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 8,369

賞与引当金の増減額（△は減少） 490,612

受取利息及び受取配当金 △4,640

支払利息 426

投資有価証券評価損益（△は益） △4,680

売上債権の増減額（△は増加） 19,416

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,148

未払金の増減額（△は減少） △98,007

未払費用の増減額（△は減少） △2,065

前払費用の増減額（△は増加） △93,037

その他 △1,900

小計 661,499

利息及び配当金の受取額 299

利息の支払額 △405

法人税等の支払額 △467,833

営業活動によるキャッシュ・フロー 193,559

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △29,433

有形固定資産の売却による収入 1,850

無形固定資産の取得による支出 △158,228

保険積立金の解約による収入 92,724

その他 △22,813

投資活動によるキャッシュ・フロー △115,901
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の償還による支出 △20,000

ストックオプションの行使による収入 7,485

配当金の支払額 △228,545

その他 △300

財務活動によるキャッシュ・フロー △241,360

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △163,702

現金及び現金同等物の期首残高 2,698,993

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,535,291
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

会計処理基準に関する

事項の変更

　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業

会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基

準第９号)を当第１四半期連結会計期間から適

用し、評価基準については、原価法から原価法

(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変更

しております。

なお、これによる損益に与える影響はありま

せん。

　

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

 

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

683,586千円

 

　２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行５行及び保険会社１社とコミットメントライン契

約を締結しております。

　当第１四半期連結会計期間末におけるコミットメ

ントライン契約に係る借入金未実行残高等は以下の

とおりであります。

 

コミットメントラインの総額 3,000,000千円

借入実行残高 ─千円

差引額 3,000,000千円

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額

666,119千円

 

　２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行５行及び保険会社１社とコミットメントライン契

約を締結しております。

　当連結会計年度末におけるコミットメントライン

契約に係る借入金未実行残高等は以下のとおりであ

ります。

 

コミットメントラインの総額 3,000,000千円

借入実行残高 ─千円

差引額 3,000,000千円
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(四半期連結損益計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳は以下のとおり

であります。

給与手当 287,842千円

賞与引当金繰入額 66,524千円

役員賞与引当金繰入額 8,369千円

退職給付費用 3,110千円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,785,435千円

預入期間３か月超の定期預金 △250,144千円

現金及び現金同等物 2,535,291千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 5,887,125

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 109,525

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 270,825 47平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理してお

りますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べ著しい変動が認

められないため、記載しておりません。

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

当四半期連結会計期間においてストック・オプションの付与、及び、条件変更はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　
エンジニア
事業（千円）

ファクトリー
事業（千円）

計（千円）
消去又は
全社（千円）

連結（千円）

売上高

　(1) 外部顧客に対する
      売上高

4,562,790862,6725,425,462 ― 5,425,462

　(2) セグメント間の
      内部売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 4,562,790862,6725,425,462 ─ 5,425,462

営業利益 508,21217,463525,675(261,237)264,437

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

①エンジニア事業・・・・・技術部門向け人材サービス提供事業

②ファクトリー事業・・・・製造部門向け人材サービス提供事業

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

824.55円 844.42円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 27.71円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 27.35円

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 159,952

普通株式に係る四半期純利益(千円) 159,952

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 5,771,725

四半期純利益調整額(千円) ─

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に
用いられた普通株式増加数(株)

75,621

普通株式増加数(株) 75,621

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

────

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月13日

株式会社ＶＳＮ

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　神　谷　和　彦　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　百　井　俊　次　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＶＳＮの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平成

20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＶＳＮ及び連結子会社の平成20年６

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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